



















※重大なネタバレを含むため、必ず『千歳くんはラムネ瓶のなか ３』の本編読了後にお楽しみください。










　東京から帰る新幹線の中で、俺は七瀬にＬＩＮＥを送っていた。

　一昨日の夜、ああやって背中を押してくれた相手に、事の顛末ぐらいは報告しておくのが筋だと思ったのだ。

　福井に着き、明日姉と別れたあと、蔵センにがちで駅構内の８番を奢らされてから解散する。あのおっさん野菜こく旨らーめんに餃子までつけやがった、本当に教師か？

　駅を出て、ようやくつかえがとれた胸いっぱいに新鮮な故郷の空気を吸い込んだところで、ぶるぶるとスマホが震えた。

　ディスプレイを確認すると、七瀬の名前が表示されている。

『もしもし、どうした？』

　電話に出ると、なにやら物々しい声が返ってきた。

『黙って左へ進め』

　なんのこっちゃとあたりを見回すと、それを牽制するような台詞が続く。

『おっと、騒ぐんじゃないぞ。我が身が大事ならおとなしく指示に従いな』

　そういうことね、と俺は思った。ようはいつものおふざけだ。

　七瀬らしいノリに思わずほっとして、すとんと肩の力が抜ける。たった一泊二日の東京旅行で大げさかもしれないが、なんだかんだで気を張りっぱなしだった。いつのまにかすっかり身に馴染んだやりとりに、あらためてホームに帰ってきたという実感がこみ上げてくる。

　俺はわざとらしく情けない声で応じた。

『い、言うとおりにしますから。どうか命だけは』

『そいつはお前の心がけ次第ってもんだ。どこまでもお行儀よく上品に、注意深く慎重に、まるで社交界デビューを控えた深窓の令嬢みたいに行動するんだ』

　大仰な台詞に笑いをかみ殺しながら、言われた方向に歩き出す。スマホを耳に当てたままでしばらく行くと、ふたたび七瀬が指示を出した。

『そこを右だ。まわりにばれないように私を見つけて、例のブツを渡せ』

　それだけ言うと、ぷつりと通話が切れる。

　スマホを尻のぽっけに突っ込んで右に進路を変え、ガラス張りの商業施設ハピリン沿いに歩くと……わざわざ探すまでもなかった。

　キャップにパーカー、ショートパンツとシンプルでボーイッシュな格好にも関わらず、明らかに周囲から浮いている美少女がぷくりとガムを膨らませて佇んでいる。

　俺が近づいていくと、ぱちんと風船がはじけた。七瀬は舌を器用に動かして唇についたガムを剥がして口を開く。

「やあ」

「もしかして、わざわざお迎えに来てくれたのか？」

「まさか、たまたま駅前で買い物してたんだよ。それはそうと……」

　そう言うと、なにかを要求するように手を差し出してくる。

「例のブツを」

「まだ続ける気か、それ。怪しげな取り引きに行ってたわけじゃないぞ」

「じゃなくて」

　七瀬がにっこりと微笑んで首を傾ける。

「当然、お土産のひとつぐらい買ってきてくれたんでしょ？」

「……さ、五月ヶ瀬でもいいかナ？」

　俺が福井銘菓の名前を出すと、大げさなため息が返ってきた。

　言われてみれば、事情を説明してない他の仲間たちはともかく、七瀬には土産のひとつぐらい買ってくるべきだったかもしれない。明日姉のお父さんに頼まれてもいない東京ばな奈買ってる場合じゃなかった。

　そんなことを考えていると、七瀬がじいとこちらの顔を覗き込んでくる。

「ふうん」

「なんだよ」

「憧れの先輩に夜這いかけてこっぴどくふられてたら慰めてあげようと思ってたのに。ヤることヤってすっきり顔しちゃってさ」

「どこからつっこんでほしい？」

「……私から？」

「真っ昼間から下ネタがひどい！」

　七瀬はキャップを脱ぎ、指先でくるくると回す。軽く頭を振ると、艶やかな黒髪がビロードのドレスみたいに広がった。

　そのままぱふんと、手にしていたキャップを俺の頭にかぶせてくる。とたん、甘いシャンプーの香りがゆらゆら漂い、あっというまに包み込まれた。

「あんまり似合わないね。野球少年には見えないな」

　七瀬がいつもよりほんの少しだけ弱々しい声で言う。

「どうしたんだよ急に」

「うーん……上書き？」

「なんのだよ」

　俺の言葉に、七瀬はくしゃっと笑った。

「さあてね」

　ひょいと取り返した帽子をかぶり直し、すたすたと歩き出す背中を慌てて追う。

「七瀬、コーヒーでも飲んで帰るか？」

「さんせー。お土産代わりに奢ってよね」

「蔵センに８番奢ったばっかなんですけど……」

　そうしてなにげないやりとりをかわしながら歩き出してふと、自分の髪に七瀬のシャンプーの香りが残っているような気がした。
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